
　
　
文
人
の
精
神
文
化
か
ら
学
び
、

　
　
そ
れ
を
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
に
つ
な
げ
よ
う
と
縄
文
遺
跡
を
も

つ
自
治
体
が
集
ま
り
、「
縄
文
シ
テ
イ

サ
ミ
ッ
ト
in
と
う
や
湖
」（
主
催:

縄
文

シ
テ
イ
サ
ミ
ッ
ト
in
と
う
や
湖
実
行

委
員
会
・
縄
文
都
市
連
絡
協
議
会
）が
、

７
月
３
日
、
４
日
の
両
日
洞
爺
湖
文

化
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。「
心-

人
と
自
然
と
の
共
生
・
縄
文
人
の
精

神
文
化
に
学
ぶ
」
を
テ
ー
マ
に
、
各

自
治
体
の
首
長
や
町
民
な
ど
延
べ
約

８
０
０
人
が
参
加
し
、
講
演
や
活
発

な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
初
日
は
、
木
村
利
正
実
行
委
員
長

が
「
こ
の
サ
ミ
ッ
ト
を
、
縄
文
人
の

心
を
学
ぶ
機
会
に
し
た
い
」
と
歓
迎

の
挨
拶
を
行
い
、
フ
ラ
ワ
ー
ビ
ー
ン

ズ
の
合
唱
と
洞
爺
湖
音
頭
保
存
会
に

よ
る
洞
爺
湖
音
頭
が
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

を
飾
り
ま
し
た
。

　
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
縄
文
遺
跡
を
持

つ
当
町
他
道
内
４
市
町
が
世
界
遺
産

へ
の
取
組
み
と
し
て
、
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
基
調
講
演
に
移
り
安
田

喜
憲
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
教
授

が
「
地
球
へ
の
祈
り
と
縄
文
文
化
」

と
題
し
て
講
演
。
安
田
氏
は
「
縄
文

時
代
は
、
今
ま
で
の
環
太
平
洋
で
生

ま
れ
た
破
壊
す
る
文
明
で
な
く
、
共

生
す
る
文
明
で
あ
る
」
と
説
き
、
そ

の
精
神
を
「
地
球
の
生
き
と
し
生
け

る
も
の
の
命
を
つ
な
ぐ
考
え
方
で
あ

る
」
と
強
く
主
張
し
ま
し
た
。

　
２
日
目
は
、
力
強
い
聖
龍
太
鼓
で

幕
が
開
き
ま
し
た
。
こ
の
日
の
メ
イ

ン
は
、
小
林
辰
雄
國
學
院
大
學
名
誉

教
授
と
本
田
優
子
札
幌
大
学
教
授
に

よ
る
記
念
対
談
。

　
小
林
名
誉
教
授
は
「
ア
イ
ヌ
文
化

の
ル
ー
ツ
と
し
て
縄
文
文
化
が
あ
る
」

と
語
り
、
そ
れ
を
引
き
継
い
で
本
田

教
授
が
ア
イ
ヌ
社
会
の
原
点
と
し
て

「
人
に
も
の
を
与
え
る
こ
と
を
惜
し

む
心
は
最
高
に
恥
ず
べ
き
こ
と
で
あ

る
」
と
の
考
え
を
紹
介
し
、
縄
文
人

と
の
共
通
性
を
「
そ
の
精
神
の
あ
り

よ
う
に
あ
る
」
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
縄
文
都
市
連
絡
協
議
会
加
盟
の
首

長
ら
の
意
見
交
換
で
は
、
縄
文
遺
跡

を
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
振
興
に
ど
う

結
び
つ
け
て
い
っ
て
い
る
の
か
、
各

地
域
で
の
具
体
的
な
取
組
み
が
語
ら

れ
ま
し
た
。

　
最
後
に
長
崎
町
長
が
「
縄
文
シ
テ

ィ
サ
ミ
ッ
ト
宣
言
」
を
読
上
げ
、
２

日
間
の
サ
ミ
ッ
ト
に
幕
が
降
ろ
さ
れ

ま
し
た
。

　
会
場
の
外
で
は
、
地
元
の
縄
文
サ

ー
ク
ル
「
ア
プ
タ
フ
レ
ナ
イ
の
会
」

の
会
員
に
よ
り
、
地
場
の
魚
介
類
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
縄
文
鍋
が
振
舞
わ

れ
、
サ
ミ
ッ
ト
成
功
に
一
役
か
っ
て

い
ま
し
た
。

　
　
幌
市
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
製
作
会

　
　
社
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
リ
ン
ク

（
森
影
依
社
長
）
が
、
縄
文
シ
テ
ィ

サ
ミ
ッ
ト
を
前
に
、
子
ど
も
ら
に
縄

文
文
化
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
た

い
と
縄
文
関
係
の
書
籍
30
冊
を
町
内

の
８
小
中
校
に
寄
贈
し
ま
し
た
。

　
６
月
30
日
に
は
虻
田
小
学
校
を
訪

れ
、
児
童
会
長
の
山
崎
夏
希
さ
ん
に

直
接
本
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　６月27日、「縄文シティサミ
ットin洞爺湖」（主催:同実行
委員会等）の開催を告げるオー
プニングセレモニーが、入江・
高砂貝塚館前で行われ、町民や
関係者約100人が参加して開催
を祝いました。
　当日は、発掘された土偶をモ
チーフに、町民の寄付で作られ
た御影石製のモニュメントの除
幕式と不審火に遭い復元した竪
穴住居も公開されました。
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イ
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縄
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